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思春期が世界的な危機に晒されている

•世界各国で心理症状が激増している（特に女子）。
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日本も若者の自殺者（特に女子）が急増

• 2024年に女子の自殺者数が記録上初めて男子を上回る。

-原因：インターネット依存？
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思春期脳と依存症

•アクセル（線条体）全開 vs.ブレーキ（前頭前野）未完成。

•デジタルに限らず依存症は思春期脳との相性が悪い。
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依存症は一時のものではない

• 依存症は回復が非常に難しい。

-アルコール（Sliedrecht 2019）

-薬物（Beaulieu 2021）

• 他のものにも依存しやすくなる
（Thege 2016）。

-例：アルコール→薬物



SNSは依存を促す作りになっている

• 習慣的なSNSチェックで脳の線条体（報酬系）が活性化（Maza 2023 
JAMA Pediatrics）

• インスタで「いいね」を見せられた子どもは脳の線条体（報酬系）が活性
化（Sherman 2018 Psychol Sci）

• SNSによる承認は金銭報酬に類似した脳刺激（Crone 2018 Nature 
Commun）



MetaとYouTubeの米国法廷での敗訴

•依存を促す設計が、子どものメンタルヘルス被害に法的責任を
負うと米国陪審が判断



なぜスクリーンタイムが増えると言葉が
遅れる？(Brushe 2024)
• 親子の会話が減る

-1時間スクリーンタイムが増えるごとに60回会話のやり取りが減少

• 結果、親子とも発語機会が減る

-子は1時間スクリーンタイムが増えるごとに300語減少

-親は400語減少



とはいえスクリーンタイムをゼロにする
のは難しい
• 親は手が離せないときに子どもに端末を与えている

• ゆとりがない家庭ほどスクリーンタイムが長くなりがち（Sawai, Under 
Review）



どのような使い方ならOK？

• 乳幼児期のスクリーンタイムが長い→将来の言語スキルが低い傾向

• TVをつけっ放しにしている→将来の言語スキルが低い傾向

• 教育番組を見る→将来の言語スキルが高い傾向

• 親と一緒に見る→将来の言語スキルが高い傾向



どのような使い方ならOK？

• スクリーンを見るときは親子一緒に

• 教育的なコンテンツ、親子で話しな
がら観る

• 家にスクリーンフリーの場所を作る
（TVをつけっ放しにしない）



孤独感はたばこと同じくらい体に悪い？

• 人間は社会的動物である
～アリストテレス（BC300–400頃） ～

• 孤独感が高いほど死亡率も高い（Layard 2023）

• 孤独感が継続するとメンタル不調（Narita 2026）



ネットは居場所になるのか

• マイノリティの方はSNSでつながりを得られるという側面も

• ただしその過程で差別・排除・ハラスメントに遭うことも多い

-例：彼（女）はノンバイナリーなので“本気ではない“など



ネットは居場所になるのか

• 本来はSNS = Social Networking Service

• 現実は使い方次第でむしろ孤独感は強くなる (Matthews 2025)

• ネット依存傾向があると、人とのかかわりが減り、その後のメンタルヘル
スが悪化 (Narita 2024)



生成AIとメンタルヘルス（アメリカ）

• 若者全体の13%がメンタルヘルス助言
のために生成AIを使用(McBain 2025）

• メンタルヘルスの問題がある大人のう
ち半数が生成AIを使用し、うち63%が
改善を報告（McBain 2025）

→日本でも同様の使い方がされるだろう



生成AI使用後のトラブル

• Chat GPT使用後の自殺で訴訟8件（2026/6現在）

-遺族側は自殺念慮を検知しながら十分な介入をしなかっ
たと主張

• Chat GPT使用後に母親殺害

-母親を脅威と見る妄想をChat GPTが補強したとされる

• Chat GPT使用後の銃乱射事件

-安全装置の外し方・どうすれば被害を大きくできるか

などChat GPTに相談

→プラットフォーム側の制御は不十分
WPBF 2026

CBC 2026



生成AI：課題

• プライバシー（学習される）

• 過度な使用
-愛着を利用し、エンゲージや課金に

-依存・強迫的な利用につなげる

• 情報を過信
-本来必要なケアを受けずメンタル悪化

• 規制の難しさ

→多くはSNSと類似の問題



まとめ

•思春期脳はインターネットに限らず依存症と相性が悪い

•乳幼児期のスクリーンは使い方に注意

-親子一緒に、教育的なコンテンツ、親子で話しながら観る

•ネットが居場所になることもあるが、かえって孤独感を悪化さ
せることも多い

•デジタル社会において生成AIも含めたさらなる研究が必要
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